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4.家庭用電源規格化の実現性について

大切なエネルギーをこれ以上損失がなく利用するため

には私たちはどのようにすればよいのだろうか。

私の住んでいる町でも太陽光発電を設置する家が多く

なってきた。太陽光発電は直流発電のため電気機器に直

接利用出来れば損失が少なくてすむ。

しかし、太陽光発電は図 3 のように直流を交流に一度

変換してから家庭内のコンセントに供給する構成が多い。

このようにすると、どんな機器でも今まで通りどこから

発電された電気なのか全く意識することなく安心してコ

ンセントから電気を使用することが出来るからだ。しか

し、太陽光にて発電された直流は直接電気製品に供給出

来ないため損失が生じてしまう。

ＤＣ/ＡＣ

冷蔵庫

ＬＥＤ

照明
換気扇

パソコン

図 3 交流に統一した給電

図 4 は太陽光発電の需要見通しだが、2020 年には 2005

年の 1０倍の 1,400 万 kW、2030 年には 5,300 万 kW に発電

量を増やす目標を国は掲げている。

図 4 太陽光発電の需要見通し

（資源エネルギー庁資料より）

今後、太陽光発電が急激に普及する前にこの変換損失

の問題を解決する必要がある。図５は、直流を変換しな

いで、家庭内に於いて交流と直流のコンセントをそれぞ

れ専用化する方式である。このようにすると、変換損失

を無くすことが可能である。
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図 5 交流・直流を専用化した給電

しかし、交流、直流のコンセントを専用化することで電流の種

類を意識しなければならなくなる。

新築の場合、設置場所を検討出来るが、既設住宅の場合はどのよ

うにすればよいのだろうか。

また、現在使用している交流受電機器と今後発売される直流受

電機器の混在期間と移行期間をどのように考えればよいのだろう

か。エネルギーを有効活用し、ＣＯ２の削減、省エネにも貢献し

たいがかえって生活が不便になるのでは元も子もない。そこで交

流と直流とうまく利用するにはどうしたら良いか考えてみた。

図６は交流と直流を多重化し、コンセント側に交流、直流を分

離するＢＯＸを付けることによりどこでも交流、直流を取り出す

システム概念図である。直流は 145Ｖに変換し交流 100Ｖと多重化

する。

145Ｖの根拠は、ある程度高い電圧にすることで、消費電力の大

きなエアコンや冷蔵庫の電流を抑える事が出来るため、抵抗損失

によるエネルギーロスを減らし家庭用配電線をそのまま使用する

ことを可能とした。

また、交流 100Ｖの正弦波のピークをクリップしないように配

慮した。
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図 6 AC・DC 多重化及び分離化概念図

図７のＡＣ・ＤＣ分離ＢＯＸは、家庭の壁に組み込んであるコン

セントにカートリッジのように差し込んで交流、直流を取り出す。

それぞれの信号は、直流を遮断して交流のみを通すカップリング

コンデンサ、交流成分を遮断して直流成分を通すチョークコイル

を利用する。

図７ ＡＣ・ＤＣ分離ＢＯＸと交流コンセントプラグ（2P/3P）

図８ 直流コンセントプラグ（3P）

プラグには 2Ｐとアース付 3Ｐがあり先端部に穴があいている。

元々、接触不良の問題や簡単にプラグが抜けないように穴があい

ているがこれを利用し、交流は図７のように２つの穴を認識して

ＢＯＸのスイッチを交流側に切り替える。直流は「+」、「-」の極

性があるため、図８のように 3Ｐのみとしプラグの先に１つだけ

穴をあけることで交流と差別化を図る。プラグの形状を認識する

ことで、交流受電機器は今まで通り使用することが出来て、新た

に製品化する直流受け機器は 3Ｐの規格化を図れば良いことにな

る。分離ＢＯＸは簡単にどこのコンセントでも移動して使用出来

るため電気機器が変わっても即対応することが可能になる。

5.まとめ

家庭の電力を効率良く且つ利便性の高い使い方として、ハイブ

リッド型電源とその規格化の実現性について考えて見た。

すなわち、交流と直流の多重化、分離化を行うことが出来れば、

家の大規模な改修は必要なく、既設の電気機器を使用しながら無

理なく家庭内交流直流給電が可能になるのではないかと考えた。

しかし調べるにつれ、この提案内容に問題も多いことが分かっ

た。

100 年以上前から使われてきた電気、スイッチを入れると電

気がつく、この行為は同時に大切な地球の資源を削りな

がら今日の社会の発展を成し遂げてきた。

再生エネルギーに期待が寄せられる中、技術革新はどんどん進

歩して行くだろうが、電気は何よりも安全で使う側にとって利便

性がなければならない。

かつて白黒テレビをカラー化した時、カラーテレビでも白黒の

放送が受信出来る、白黒テレビでもカラーの放送が受信出来ると

いった互換性が電気にも必要かと思います。

電気を学んでまだ数年であるが、交流、直流を意識せず、従来

通りコンセントから電源を効率良く取り出すためにはどうすれば

実現可能か引き続き研究して行きたい。
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